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はじめに

　この研究は，高速道路の建設後ののり面植生の遷移を明らかにしょうとするものである。

高速道路の建設によって造成される広大な面積ののり面は，当初，早期の安定を目ざした緑

化工が施工される。しかし，施工後長期間を経過した後に，どのようなのり面植生を育成す

るかという植生計画とそれに伴う管理計画を策定するためには，緑化施工後の植生遷移が十

分に把握されていなければならず，そのための基礎として，これまでに建設されてきた道路

でののり面植生の追跡調査が必要になる。

　のり面植生に関する追跡調査は，これまでに本州の高速道路を対象にして報告されてきた

が1）・2），4），気候や土壌などの立地条件が異なる九州地：方での事例研究は行なわれていない。

そこで，本報告では，九州縦貫自動車道を対象にして，のり面植生の遷移の概要を掘嘉する

こととした。

　調査に際して御協力いただいた東京道路エンジニアの道井幹男部長，本山和法氏，信州大

学農学部造園学研究室の水落啓介（現東京道路エンジニア），唐木芳典（現長野県上伊那地

方事務所），村田孝道（現長崎県自然保護課），および日本道路公団の関係春の皆様に記して

感謝の意を表したい。

　調査資料の計箕処理に際しては，東京大学の大型計箕機HITAC　8800／8700を利用した。

王　調査対象と調査方法

筆　調査対象

　1）道路の概要

　調査の対象とした九州縦貫自動車道は，門司から福岡，熊本を経由して鹿児島西に至る高

速道路である。今回の調査では供用開始されている区間のうちで，八幡～熊本間の139。9km

を対象とした。この派出は，車線は4車線（一部6車線）で，道路舗装はアスファルトコン

クリート舗装になっている。

　各インターチェンジαC）間の供用開始年月と施工後年数および区間距離は表1に示さ

れている。

1981年9月30日受付
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表1　調査対象路線の緑化施工後年数

インターチェンジ

八
面
古
鳥
南
植
熊

幡
塩
竃
楢
関
木
本

供　用　開　始

1979年3月

1977年7月

1975年3月
1973　年　　11　月

1972年10月

1971年6月

緑化施工

後年数

2　　年

4

6

7

8

10

区間距離

13．9km

12，5

38．3

39。0

22．3

13，9

　2）　自然環境

　　i）　気象・気候

　のり面植生の生育と遷移に関わる主要な気象・気候要因は，気温と降水量であり，とくに

冬の寒さと積雪が制限要因になる場合が多い。

　調査対象路線の通過地域の年平均気温は，15。7～！ag。Cと暖かく，最寒月の月平均気温

も4．7。C以上である。温かさの指数は128．6～130．6であり，暖帯のなかでも暖かいシイ林の

分布域にある。標高差が100m程度と少ないために，山間部も平野部もほとんど同じである。

　降水量は累年平均量で1，705～1，939mmあり，いずれも多いが，冬期問に少ないため乾燥

を生ずることがある。

　気象・気候要因がのり面植生の生育を阻害することは少ないと考えられる。

　　ii）　地形・地質・士質

　調査対象地域の地形は，山地，丘陵，台地および沖積低地から成っている。区間別にみる

と，八幡～鳥栖間は丘陵が多く，鳥栖～八女問は台地と沖積低地が多く，八女～植木間は山

地，丘陵，台地が多く，植木～熊本間は台地と丘陵が多い。

　地質はこれらの地形に対応して相異がみられるが，第三紀層，風化花樹岩，火山成岩類お

よび堆積物が多く，土質はいずれも軟質である。

　　iii）　周辺植生

　道路周辺の植生は，種子の供給などで遷移に直接的な影響を及ぼすと同時に，遷移の方向

を知るための生育環境の指標として重要である。

　調査対象地域は古くから人間生活が営まれてきたために，慮然植生はほとんど残されてい

ない。森林の多くは，アカマツ林，クロマツ林，スギ植林，ヒノキ植林であり，マダケ林，

モウソウチク林もみられる。また，クヌギーコナラ林，アラカシ林に混って，一部に残存自

然林のスダジイ林がみられる。

2　調査方法
　D　調査地の選定

調査地は全路線ののり面植生の実態を把握する目的に応じて，無作為に系統的に設定する
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必要がある。そのために，各路線の上・下線とも1キロポスト（K．P．）ごとに調査地を設定

することとした。

　調査区は，キロ・ドストを中心として約10mx10mの方形区を設定する方法を用いた。設定

に際しては，のり肩とのり尻は環境が異なるために避けて，のり面の中央部を選定すること

とした。

　調査区の面積は約100皿2あり，一般の草地の調査における調査区の面積よりも大きい。

これは，植生の概観をとらえるという目的のために，のり面の立地のわずかな違いによる植

生の違いを包み込む意図をもつものである。

　2）　調査表の作成

　調査表には，調査区の植生と環境に関する以下の項屠を記録した。

　（1）調査の記録に関する項目

　　　路線名，調査地，調査年月

　（2）調査地の環境に関する項碍

　　　緯度，標高，気温，降雨量，積雪深，潮風，土地利用，周辺植生，周辺地形，森林か

　　らの距離，施工後年数

　（3）のり面の構造に関する項属

　　　管理状況，緑化工法，横断構造，切盛土，のり長，方位，傾斜，地質，土質，土壌

　（4）のり面の植生に関する項目

　　　全智度，被度の上位8種の種名と被度と樹高（木本のみ）

　調査表は，後の整理と分析を客易にするために電子計算機用のデータ・シートの形式とし，

それぞれの項目の測定値はコード化して記録した。

∬　調　査　結　果

　現地調査は，1980年2月に行なわれた。調査区閥の路線延長139．9kmの上下線で278のキ

ロポストが対象とされた。実際に測定されたのは上・下各70K．　P．で舎計140地点である。

　調査表への記載項醸のなかで，緑化工法（施工方法と緑化用植物）は施工当初の資料が得

られなかったので現地で確認した。施工方法は，ほとんどが種子吹付工法であり，のり枠工

を併用しているものが，部分的にみられた。緑化用植物の種子は，のり面の立地条件に応じ

て混播率を変えている可能性もあるが，現地調査では，ほぼ同一であろうと推定した。その

後の緑化用植物の生育の違いは，のり面の立地条件の相異に起因していると考えられる。

1　のり面植生の生育状況

　のり面植生の現況は，のり面に出現する種とその生育状態によって副えられる。その際に，

当初に用いられた緑化用植物の生育状態と，後から自然に侵入した植物とは相互に関係を持

っているために，両者を独立的に把えることは難しい。当初の緑化の成果を，現在の緑化用

植物の生育状態から判断することは不可能であるし，現在の侵入植物の生育状態を，緑化用

草本の存在を無視して分析することも不可能である。

　したがって，緑化用植物の生育と，侵入植物の生育とは相互に関連を持ったものとして，
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同時的に分析せざるを得ないことを前提とする。のり面植生を遷移の観点から分析する方法

は，種組成と生活型組成に着目して行なう。

　1）　種の生育状況

　調査の結果，記録された植物は全部で75種であった。出現率の高い種は，セイタカアワダ

チソウ（85．0弩），ススキ（82．1％），ケンタッキー31フェスク（74．3％），オオアレチノギ

ク（6a　7％），ウィービングラブグラス（6α7％）の順である（表2）。このなかで，三度の

順位が1位の優占種になっているものは，ウィービングラブグラス（33．6％），ケンタッキ

ー31フェスク（21。4％），ススキ（16．4％），セイタカアワダチソウ（11．4％），クズ（6．4％）

であり，これらの5種が優占するのり面は全体の89．2％を占めている。

　緑化用草本の生育状態をみると，ケンタッキー31フェスクの出現率が最も高く，ウィービ

ングラブグラス，Vicia属（マメ科），ペレニアルライグラスの順であり，この4種が主要な

表2　九州縦貫自動車道ののり面植物の出現率と出現順位

出現率
　　　　種の順位

名

望
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ケ
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ヨ
ク
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ネ
ペ
ヌ
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オ
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ノ
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ケマンタッキー一31フェスク

オオアレチノギク
ウィーピングラブグラス

ヨ　　　　モ　　　　ギ

ク　　　　　　　　　　ズ

Vicia属（マメ科）
ネ　　　　ザ　　　　サ

ペレニアルライグラス

　　ノレ

マ　　ツ　　ナ

　シ　　ギ
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三度の順位
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0
0
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0
0
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0
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0
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0
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0
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注）　㊥印は緑化用草本



表3　優占種別ののり面の他の出現種

占優
種

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

ウィービングラブグラス

種 名 出現率

ケンタッキー31フェスク

セイタカアワダチソウ

ケンタヅキー31フェスク

ス　　 ス　　 キ

オォァレチノギク

ヨ　　モ　　ギ

ネ　　ザ　　サ
Vicia　sp．

ア　 カ　 マ　 ツ

シロツメ　ク　サ

　10％以下28種

調査区：数

1種 名

％
87。2

83．0

80．9

70。2

23．4

21．3

19。1

三2。8

10．6

47

ス　　ス　　 キ

セイタカアワダチソウ

オオアレチノギク

ウィーピソグラブグラス

ヨ　　モ　　ギ
ペレニアルライグラス

コ　マ　ツ　ナギ

ハ　　　　　ギ

オ　ガ　ル　カ　ヤ

メ　　ヒ　 シ　 ノミ

ト　ダ　シ　バ
V圭cia　sp．

　10％以下17種

調査二二

出現率

％
」
β
3
沿
冷
β
冷
』
冷
3
⑩
3

6
　
3
　
0
　
0
　
0
　
3
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　0

8
　
8　
　
7
6
3
2
1
1
1
1
1
1

30

ス　　ス　　キ

種 名

セイタカアワダチソウ

オオアレチノギク

ケンタッキー31フェスク

ヨ　　モ　　ギ
ウィーピソグラブグラス

コ　マ　ツ　ナ　ギ

ク　　　　　 ズ

ヌ　　ル　　デ

ト　ダ　シ　バ

ギ　シ　ギ　シ

メ　　 ダ　　 ケ

オ　ガ　ル　カ　ヤ

メ　 ド　ハ　ギ

ス　イ　カ　ズ　ラ

ペレニアルライグラス

V圭cia　sp．

　ユ0％以下24種

調査記数

轟現率

％
面
繋
面
癖
誕
細
動
潔
23

セイタカアワダチソウ

種 名

ス　　 ス　　 キ

ケンタッキー31フェスク

葺　　モ　　ギ

オォアレチノギク

ク　　　　　　ズ

ヤ　エ　ム　グ　ラ

ヌ　　ル　　デ

ギ　シ　ギ　シ

ノ　イ　バ　ラ

エノロロ　グサ
　10％以下2圭種

調査台数

出現率

％
75．0

56。3

50．0

43．8

37．5

37．5

25．0

25．0

18。8

18。8

16

ク ズ

種 名

セイタカアワダチソウ

ス　　 ス　　 キ

オオアレチノギク

ネ　　ザ　　サ
ウィーピソグラブグラス

ケソタッキー31フェスク

ヨ　　モ　　 ギ

アキノノ　ゲシ

ノ　イ　バ　 ラ

オーチャードグラス

Vicia　sp．

　10％以下10種
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出現率

％
3
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3
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2
3
2
3
3

8
7
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4
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3
2
2
2
2
2
9
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構
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画
嶺
幽
幽
O
O
爵
㊦
禽
餅
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製
寄
6
ビ
・
＾
（
＜
）

ド
㎝
Φ
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ものである。

　木本の侵入は少なく，ヌルデ，コマツナギ，ハギ，アカマツ，ノイバラなどがわずかにみ

られ，笹類はネザサとメダケの侵入がみられる。

　遷移の進行にともなって，一般に，出現する種の交代がみられるので，施工後年数の相異

に応じた種の消長については，後に述べることとする。

　2）　種の相互関係

　のり面植生を群落として把えるために，優占種をもとにして，そこにあらわれる種社会を

取り出して比較を行なった（表3）。優占種としては，全体の89．2％を占める上記5種を選ん

だ。

　この表から明らかなように，ススキが優騙するのり面では，多くの種が高い出現率で生育

している。このことは，ススキが優制するのり面では，遷移が進行して種組成が多様化して

いることを示している。溝成種をみると，コマツナギ，トダシバ，オガルカヤなどのススキ

草原に多くみられる種群が出現しており，安定したススキ草原に向って遷移が進行している

と考えられる。

　また，ウィービングラブグラスが優占するのり面では，アカマツなどの乾性の立地に出現

する種がみられ，立地の特性を示している。

　さらに，セイタカアワダチソウが優占するのり面では，ウィービングラブグラスがみられ

ないが，これは好陽性のウィービングラブグラスが，草丈の高いセイタカアワダチソウに被

圧されて衰退したのも一因と考えられる。

　以上のように，ススキが優嚇するのり面では，群落を形成しながら遷移を進行させている

が，他の優占種ではこのような群落の形成は明瞭には認められない。

　3）　生活型組成と遷移度

　遷移の進行状態を相互に比較するためには，種組成のような種の質的相異に着羅する以外

に，生活型組成による数量的な比較が可能である。

　生活型は，植物の生活様式を生態学的に分類したものであり，遷移の診断には生活型のな

かの休眠型を用いることが多い。休眠型は，植物の生育不適期における休眠芽の位置に着目

した分類である。一般に遷移が進行すると，草本期から小型の木本期を経て大型の木本期に

移行するが，この過程は休眠型によってとらえることができる。

　生活型組成は，生活型ごとに被度の重みづけしたもののパーセントで表現しているが，個

々の生活型に遷移の進行を示す評価値を与えることによって，各調査地点ごとの遷移の進行

状態を量的に表現することができる。これが遷移度である。

　遷移度は，このような考え方にもとづいて提案された，遷移の量的表現方法であり，次の

式によって求められる4）。

遷移度　DS篇［（Σd・1＞／n〕・v

　　　　d：積算優占度

　　　　1：生活型にもとづき，Th篇1，　G，　H，　Ch＝10，　N，　M甥50，　MM罵100

　　　　皿：最小面積の種数

　　　　v：植被率



亀山　章　高速道路のり面の植生遷移について（V） 161

表4　遷移度の相互の関係

遷移　度 最大値 最小　値 平均値 相関係数

S
S
D
D

2，959

2，535

229

20

1，233

　840
0．9684

表5　優占種ごとののり面の遷移度の比較

優　　占　　種

ウィーピングラブグラス

ケンタッキー31フェスク

ス　　　　　ス　　　　　キ

セイタカアワダチソウ

ク　　　　　　　　　　　ズ

　注）
優占率

　　％
33．6

21．4

16．4

11．4

6．4

DS1

最咽最小側平躯

2，959

1，424

2，294

1，925

2，013

580

640

625

229

792

1，271

　894

1，216

　912

1，146

DS2

轍値最綱平躯

2，429

　956

2，294

1，925

1，747

15

20

389

157

514

　679

　320

1，070

　849

　998

注）　ある鍾が優占樋になっている調査病数が，全調査区数に占める割合を示す。

　遷移度は，緑化用革本を含めた全種によって計箕したものをDS1とし，緑化用草本を除い

て計算したものをDS2とした。これは，人為的に播種した多くの緑化用草本の生活型が，自

然に侵入したススキなどの生活型と同じであるために，緑化用草本を含めて遷移度を計算す

ると遷移の状態を的確に表現することができにくいと考えたからである。

　DSiとDS2の潮瀬係数を求めると，きわめて高い有意な正の相関関係があることがわかる

（表4）。そのために，いずれを胴いても遷移の診断は可能であると考えられる。遷移度を用

いて表3に示したそれぞれの優占種ごとの調査区の遷移の状態を比較すると，表5のように

なる。遷移の進行状態の相異は，DS1よりもDS2の方がより明瞭にあらわしている。　DS1で

は緑化用草本が遷移度に占める割合が大きいために，相互の遼；いが相対的に小さくあらわれ

ているためである。

　遷移度によって，各優占種ごとの遷移の状態を比較すると，ススキが優占したのり面が最

も進んでいると診断することができる。

2　のり面植生と立地条件

　のり面植生の遷移と，のり面の立地条件との関係を遷移度を用いて以下に分析する。

　はじめに，調査資料からのり面の立地の特徴をとらえ，つぎに各立地要図の項目（コード）

ごとに遷移度を計算し，さらに，上述してきた5種の優占種ごとの調査区数の比率を求めた。

　（1）標　高

標高は，100m以下が137か所，100m以上が3か所で，標高差はわずかである。標高の差

による植生の柏異は考えられない。

　（2）周辺土地利用
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表6　周辺土地利用と遷移度，優占種の関係

土地利用

田
　
畑
地
地
地
他

　
畑
園
林
可
成
の

水
　
雨
漏
住
造
そ

調査区数・比率

Q
」
3
Q
》
0
8
Q
り
4

6
2
　
3

　　％
45．0

16。4

6．4

21．4

5．7

2．1

2．9

遷移度

　972

1，128

1，053

1，996

　936

1，653

　910

優占種ごとののり薗の構成比注）

勢拷劉鎧盤卸ススキ易算，霧ク　ズ

　　％
36．5

　　％
21．7

　　％
22．2
　　％
36．7

　　％
25．0

　　％
33，3

　　％
0．0

25．4

26．1

11。1

10．0

37．5

33．3

0．0

17．5

17．4

11．1

16，7

12．5

33。3

0．0

7．9

30．4

0．0

10．0

12．5

0．0

0．0

4。8

0．0

33．3

3．3

12．5

0．0

0．0

注）各項回のなかで，ある種が優占種になっている調査工数が，その項目の全調査区数に占め

　る割合を示す。表7～11は岡じ。

表7　周辺植生と遷移度，優占種の関係

周辺植生 調査区数・比率

6
1
3
3
2
5
1
4
5
3
2
6
2
4
8

館
林
林
林
林
林
林
林
林
林
査

・
∴
・
勃
ケ
　
・
調

マ
コ
マ
ウ
“
イ
ギ
・
疎

・
・
ゴ
ノ
卯
タ
　
う
し

ア
ヤ
ク
ク
ヒ
モ
マ
シ
ス
ア
な

　　％
4．4

0．7

2．2

2．2

18．4

10．3

3．7

2．2

19．1

1．5

遷移度

35・31

3，882

2，959

1，587

1，492

1，323

1，223

1，134

1，009

1，045

　946

　956

優占種ごとののり面の構成比

勢鍔ζグ鎧霊卸ススキ㍉算，謬ク　ズ

　　％
66．7

　　％100．0
　　％66．7
　　％
66．7

　　％48．0
　　％
21．4

　　％60．0
　　％
　0。0

　　％23．1
　　％
　0．0

　　％
29．2

33、3

　0．0

　0．0

33．3

20．0

　7。1

20。0

33．3

15．4

100。0

27．1

0．0

0．0

0．0

0．0

8．0

7．1

20。0

33。3

38．5

0．0

16．7

0．0

0．0

33．3

0．0

4．0

7．1

0，0

33。3

15．4

0．O

I6。7

0
0
0
0
0
3
0
0
8
0
2

0
0
0
0
2
4
0
0
3
0
4

　
　
　
　
1
1

　道路周辺の土地利用は，水田が最も多く，樹林地と畑がこれに次いでいる（表6）。

　道路が樹林に接している部分では遷移度が高く，また造成地のように最近まで森林であっ

たところも遷移度が高い。遷移度が低いのは，水田や住宅地などに接した部分であり，のり

面への種子の供給が乏しいためと考えられる。

　優占種ごとにみると，セイタカアワダチソウは，畑に接したのり面に多い。人為環境化し

た所に種子の給源が多いためと考えられる。

　（3＞周辺植生

　調査地から最も近くにある森林確生を周辺植生としてとらえた。周辺植生は，ヒノキ林と

スギ林が大部分であり，アカマツ林やクヌギーコナラ林は少ない（表7）。

　周辺植生はのり面植生に及ぼす影響が大きい。遷移度が最も大きいのは，周辺植生がアカ

マツ林の部分であり，次いでヤシャブシ林，クヌギーコナラ林，クロマツ林の順である。こ



亀肉　章　高速道路のり面の植生遷移について（V） 163

表8　周辺地形と遷移度，優占種の関係

周辺地形

山地・丘陵地

台地・段丘
低　　　　地

調査区数・比率

　　　　％41　　29．5

23　　16．5

75　　54．0

遷移度

王，407

1，777

　969

優占種ごとののり面の構成比

山面議論巣プススキ㍉算，謬ク　ズ

48．8％　22，0

　　％
8．7　　　　4．4
　　％
33．3　　　　26．7

7．3

43，5

13．3

2．4

21．7

13．3

4．9

4．3

6．7

表9　横断構造と遷移度，優占種の関係

横断構造

切
盛
盛

　
片
　
切
両
片
両

調査区数・比率

　　　　％32　　22．9

19　　13．6

89　　63，6

遷移度

1，679

1，336

1，050

優占種ごとののり颪の構成比

；北面グ漉油一ススキ㍉耀，謬ク　ズ

　　％
54，2　　　　4，2
　　％
33．3　　　　　　26．7

　　％
32．6　　　　　　　28。1

25．0

2G．0

15．7

8．3

13．3

13．5

8．3

6．6

6．7

れらはいずれも先駆的な森林であるため，初期遷移の種の種子を多く生産してのり面に供給

するために遷移が早められることになる。

　ヒノキ林，スギ林，モウソウチク林，マダケ林などの植林や，シイ林，アラカシ林などの

常緑広葉樹林では，のり面への先駆種の種子の供給が少ないために，遷移の進行は遅れている。

　優占種と周辺植生との関係は明瞭ではない。

　（4）周辺地形

　道路が建設されている周辺の地形は，低地が約半数を占め，他は，山地および丘陵地，台

地および段丘となっている（表8）。

　遷移度が最も高いのは，台地および段丘であり，低地は最も低い。これは，周辺土地利用

や周辺植生との関係から当然のことと考えられる。

　優占種との関係では，ウィービングラブグラスは山地および丘陵地に特に多く，ススキは

台地および段丘に多い。これらは，のり面の土壌水分条件によるものと考えられる。ウィー

ビングラブグラスは一般に乾性の土壌でも生育が可能であるという性質によるものであろう。

セイタカアワダチソウが山地および丘陵地に少ないのは，乾性の土壌に適さないだけではな

く，周囲が人為環境化されていないために種子の給源が少ないことにもよると考えられる。

　（5）森林からの距離

　調査地から最も近くにある森林までの距離は，100m以内が66か所，1，000m以上が45か所

であり，100mから1，000mまでのものは27か所と少ない。

　森林からの距離とのり面植生の遷移度との関係を相関係数であらわすと，一〇．2012と低い

負の相関関係があらわれる。森林から離れると種子の供給が少なくなるので当然のことであ

るが，相関係数が低いのは森林の違いや計測の精度によるものと考えられる。

　⑥　横断構造

　道路の横断構造は，両盛土が半分以上を占め，爾切土，片切片盛の順になっている（表9）。
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表10　切盛土と遷移度，擾占種の関係

切・盛土

切
盛
土
土

調査区数・比率

　　　　　％
39　　27．9

101　　72．1

遷移度

1，671

1，063

優占種ごとののり面の構成比

勢拷ζグ鎧魏プススキ㍉雰．凄ク　ズ

　　％
41．0

　　％
30．7

2．6

28．7

20．5

14．9

5．1

13．9

5．1

6．9

蓑11　のり長と遷移度，優占種の関係

　　　　　1

のり長　　三三区数・比率

0　～　10m

10　～　20m

20　～　30m

　　　　％65　　48．1

53　　39．3

17　　12．6

遷移度

1，381

1，042

1，245

優占種ごとののり画の構成比

享還啓グ畜；魏卸ススキ㍉算，謬ク　ズ

　　％
30．8

　　％
30．2

　　％
52．9

26．2

20．8

11．8

13．8

17，0

11．8

7．7

15．1

11．8
7
5
0

7
7
0

　遷移度は，両切，片切片盛，両盛の順で，次項で述べるように切土部分が高い。優占種と

の関係も次項で述べる。

　（7）切・盛土の別

　盛土のり面が全体の72％を占めている（表10）。

　遷移度が切土のり面で高いのは，他の調査結果でも示されている6）。切土のり面は上部で

森林に接することが多いため，種子の供給を受けやすいのが原因であろう。

　優占種との関係は明瞭にあらわれている。ウィービングラブグラスは切土のり面にやや多

く，ケンタッキー31フェスクは盛土のり面にきわめて多い。両者の違いは土壌の水分条件の

相異によるものであり，これまでの他地域の調査と同様の結果6）が，九州地方でも認められ

た。セイタカアワダチソウが盛土のり面に多いのも，同様に土壌水分によるものと考えられ

る。

　（8）のり長

　調査対象路線は山地を通過することが少ないので，のり面の斜面長は短い。表11には示さ

れていないが，30m以上の長大のり面は5か所である。

　遷移度とのり長との関係は，明らかではない。しかし，優占種とのり長との関係は明らか

に認められる。

　のり長の影響を強く受けるのは，緑化用草本の生育である。ウィービングラブグラスは長

いのり面ほど優占状態が高くなり，ケンタッキー31フェスクは短いのり面で生育が良い。ウ

ィービングラブグラスが長いのり面で優撫しているのは，土壌の乾燥に耐えられるのと，他

の種が侵入しにくい条件とが重なったためと考えられる。

　⑨　方　位

　のり面の方位は，路線の方位によって決められる。対象路線は南北に走っているので東と

西方向ののり面が多い。のり面の方位と遷移度および優占種との闘には，明瞭な関係は認め
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られない。

　⑩　その他の項目

　今圏の調査では，地質・土質に関する精度の高い資料を得ることができなかった。そのた

めに植生との関係を分析するのは困難であった。

　緑化工法は，すべてが種子吹付工法であり，のり枠工併用が7か所，ネット工併用が2か

所あった。緑化工法による植生の相異は見出すことができない。

　のり面植生の管理状況は，8か所で刈り取りが行なわれているだけである。遷移度は刈り

取り都分で918，その他で1，252で，刈り取り部分は遷移の進行が抑えられている。

3　施工後年数と植生の遷移

　調査対象にしたのり面の緑化施工後の年数は，2年から10年までであり，6，7年のもの

が多い（表12）。

　遷移度は施工後年数の増加にともなって高くなり，施工後年数との閲には有意な高い正の

相関関係がある。遷移の進行にとって，時間の経過が主要な要因であることがわかる。

　調査対象路線は，気候，地形，地質などの自然的立地条件の差が少ないために，施工後年

数の異なるのり面を比較することによって，のり面植生の経年的変化をある程度推測できる

と考えられる。

　各施工後年数ののり面の種の出現状態をみると（図1），緑化用草本のウィービングラブ

グラスとケンタッキー31フェスクは，7～8年後に出現率が著しく低下し，衰退が開らかで

ある。初期遷移のオオアレチノギクも同様℃ある。ススキとセイタカアワダチソウは，出現

率がしだいに増加し，8～10年ののり面では，ヌルデ，ノイバラ，コマツナギなどの木本も

出現している。出現率10％以上の種は，施工後2年と4年忌9種，6年初10種，7年が13種，

8年と10年が15種としだいに増加しており，遷移の進行にともなって種の多様性が増してい

るのが認められる（図1）。

　各施工後年数ののり面の，出現率の高い5種について順位溺出現率をみると，種の動態は，

施工後2～4年，6～7年，8～10年の3つの段階に区分してとらえられる（図2）。

　施工後2年と4年ののり面では，緑化用草本のウィービングラブグラスとケンタッキー31

フェスクが1位と2位を占め，明らかな優占状態を示している。ススキとセイタカアワダチ

表12施工後年数と遷移度，優占種の関係

施工後年数

　年2

4

6

7

8

10

言｝周究明二数・ヒヒ率

1
3
2
4
2
8

1
1
4
n
δ
2
1

　　％
7．9

9．3

30．0

24．3

15．7

12．9

遷移度

　347

　554

　720

　507

1，093

　984

優占種ごとののり瀬の構成比

亀手拷劉雛翼勃ススキ㍉算，謬ク　ズ

　　％
63．6

　　％
53．8

　　％
50．0

　　％
23．5

　　％
4，5

　　％
16．7

18．2

15．4

28．6

29，4

9．1

11．1

0。0

0．0

4．8

17．6

50．0

22．2

0．0

0．0

2．4

8．8

18．2

44，4

18．2

15。4

4．8

2．9

4．5

5．6
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a　ウィービングラブグラス　　b　ケンタッキー31フェスク　　c　ススキ

d　セイタカアワダチソウ　　e　オオアレチノギク　　f　ヨモギ

g　ネザサ　　h　ペレニアルライグラス　　i　クズ　　j　Vicia　SP・

kコマツナギ　1オガルカヤ　mヌルデ　艮ノイバラ
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ソウがこれに次いでいる。初期遷移のオオアレチノギクは2年から4年にかけて，すでに衰

退しはじめている。

　施工後6年と7年ののり面では，最優占種のウィービングラブグラスとケンタッキー31フ

ェスクは，しだいに減少しており，7年ののり面では，ススキ，セイタカアワダチソウと交

代する段階になっている。オオアレチノギクは，さらに衰退している。

　施工後8年と10年ののり面では，ススキとセイタカアワダチソウが最優占種になり，緑化

用草本の衰退は著しい。

　緑化用草本の2種の生育状態を比較すると，施工後2～6年まではウィービングラブグラ

スが優勢であるが，以後の衰退は著しい。ケンタッキー雛フェスクの方が，ややゆるやかに

衰退する傾向がある9
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皿　総合的考察

　調査の結果から，のり面植生の遷移の要因とその機構について考察する。

　のり面植生の遷移に関係の深い立地条件は，周辺土地利用，周辺植生，周辺地形，森林か

らの雛離，横断構造，切盛土の鯛，のり長であった。

　このなかで，周辺土地利用，周辺植生，周辺地形，森林からの距離は，のり面への種子の

供給源として働く要因である。森林が近くにあると遷移が進行する。しか弼アカマツ林や

クヌギーコナラ林のような先駆的な森林は，種子の供給源としての役割が大きく，遷移の進

行を早めている。同様に，平地部でセイタカアワダチソウが多いのも，人為環境化されてい

るために種子の供給が多いためと考えられる。

　また，横断構造，切盛土の別，のり長は，のり面植物の生育環境として働く要因であり，

とくに土壌の水分条件にかかわるものが多い。切土のり面や，のり長の長いのり面のように

乾燥した部分ではウィービングラブグラスの生育が良く，やや湿性の盛土部分には，ケンタ

ッキー31フェスクやセイタカアワダチソウが多い。

　このように遷移に関係の深い立地条件には，道路の建設に直接的な関係は持たないが，種

子の供給によって遷移を支配する外的要因と，道路の建設に伴ってのり面が造成された結果，

のり面が本源的に持つ植物の生育環境としての姓質，すなわち内的要因がある。この外的要

因と内的要因が遷移を進行させる基本酌な要因である。内的要因には，当初の緑化工によっ

て生じる緑化用草本の生育状態も重要な要因として含められる。一般に，緑化用草本の生育

が悪い場合に，在来種の侵入が多く，遷移の進行が早いという現象がみられることが多い1）。

　施工後年数は，これらの内的，外的要因とは別の主要な要因である。この時間的要因は，

絶対時間としての要因と，根対時間としての要因に分けて考えられる。施工後7～8年で，

縁化用草本が衰退して在来種と交代するのは，緑化用草本の衰退の後に在来種が生長すると

いう2つの現象の前後関係，すなわち糊対時間に依存しており，隅時に，縁化用草本が衰退

するのに要する時間および在来種が生長するのに要する時間，すなわち絶対時閥にも依存し

ている。しかも，緑化用草本と在来種とは生育環境をめぐって競争関係にあるために，これ

らの時間は，この競争関係に支配されるというように相対的関係ももっている。遷移におけ

る時間は，このように全体としては常に相対的なものと考えられるが，絶対時間の側面と相

対時間の側面を考えることによって，遷移の機構は解明しやすくなるであろう。

　のり面植生の遷移の機構は，内的要因，外的要因，時間的要因の3者の相互関係として，

今後，解明にとり組まれるべきであろう。

おわりに

　今回の調査の精度は，第1報4）よりも向上させることができたが，遷移の動態を解明する

ためには，未だ不十分な点も多い。精度の改善は今後の課題である。

　また，のり面の将来の植生の姿を描く植生計画や，それに向っての植生管理計画について

は，今後に多くの課題を残している。
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          Succession of the Slope Vegetation of Expressways (Ⅴ)

                   ― A Case Study on the SIope Vegetation

                       of Kyushu Expressway―

                          by Akira KAMEYAMA

          Laboratory of Regional Planning, Fac. Agric., Shinshu Univ.

                                Summary

   This study ls a series to analyse the succession of siope vegetation of express-

ways. In this paper the author made a case study on Kyushu expressway (139. 9km),

where had Rot been studied at all.

   Selection of locations or stands for sampling was done regularly in each kilo-

metric post. Size of sampllng area was about 5CF-100m2, where ls enough area for

the sampling plot of grassland and scrub communities.

   In early days, 2 to 7 years after construction, the dominant species of slope

vegetation are Eragrostis curvttla and Festuca ar"ndinacea, which were seeded at

the time of road construction, but thesespecies are taken the place by Miscanthus

sinensis, Sotidago altissifna and Pueraria lobata 8 to 10 years after constructioR.

   The relationship between succession and site factors is importaRt for the pla-

nning aRd control of slope vegetation. There are many site factors concerning

with the progression o£ succession. Land use, vegetation and topography adjoining

road and distance between road and forest are the factors for the supply resource

of seed into slopes. Form of slope, cutting and embankment, and length of slope

are the factors for the growth of slope vegetatlon.


